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１．はじめに 

東北新幹線三本木原トンネル工事では，シールドを用いた場所打ち支保システム（SENS）を適用した．本

稿では，本工事で課題となった場所打ちコンクリートの打設管理方法について報告する． 

２．コンクリートの打設設備 

一次覆工に用いるコンクリートは作業

基地内に設置したバッチャープラントで

製造し，アジテータートラックで坑内を

後続台車後方まで運搬する．その後のコ

ンクリート打設経路を図-1 で説明する． 

① コンクリート供給ポンプから 6 吋配

管を通じて後続台車に設置したレミ

キサーまで圧送する． 

② レミキサーからホッパー残量に応じ

て 6 台の打設ポンプに供給する． 

③ 後続台車内の 6 台のコンクリート打

設ポンプから 3 吋配管を使用して地山に打設する．

配管の途中に二方向切替弁を設置し，打設ポンプ

がそれぞれ 2 箇所，計 12 箇所の打設孔からコンク

リートを打設する． 

④ コンクリートはシールドの掘進にあわせて打設孔

から打設される．各打設配管の途中には打設ポン

プの口元に圧力計と流量計，打設孔近くに圧力計

を設置して打設状況を管理した． 

 打設孔は妻型枠に装備されており，連続掘進が完了後に配

管を解体した際にコンクリートが逆流するのを防ぐために塞

止弁装置を装備している．また，妻型枠はコンクリート打設

時に妻型枠が掘進方向に数 mm 程度動いて打設圧力を調整で

きるように，アキュームレーター機能を有した妻型枠ジャッ

キで支持されている（図-2，図-3）． 

３．コンクリートの打設管理 

 コンクリート打設状況を確認するため，図-1 に示した圧力

計や流量計を用いて打設圧力と打設量（打設率）を測定した．

掘進時は 12 箇所の打設孔近くに設置した圧力計の平均値を
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①　コンクリート

供給ポンプで圧送

②レミキサーで6台

の打設ポンプに振り

分け

③打設ポンプで圧

送．二方向切替弁

で12箇所の打設

ポートに振り分け

④妻型枠に取り付けられた12箇所の打

設孔からコンクリートを打設

図-1 コンクリート打設設備 
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管理して打設速度を調整した． 

 コンクリートの打設圧力の

設定は，基本的に掘進時切羽

土圧+0.2MPa としており，裏

込め注入圧力に比べて大きな

値だが，健全な一次覆工を打

設することとコンクリート打

設圧力の振れ幅を考慮して設

定した．図-4 に距離程とコン

クリート打設圧力，停止時と

掘削時の切羽土圧を示す．圧

力はシールド SL 高さでの値

である．また，トンネルの土

被りを同時に示す．図-5 にコ

ンクリート打設圧力と一次覆

工厚（平均値と天端）の関係

を示す．一次覆工厚は内型枠

を脱型した後に超音波探査に

よって厚みを測定したものであり，1 断面について，真下を除く 45°ピッチの 7 箇所で測定を行っている．

図のように，打設率が大きくなった箇所は，特に天端の巻厚が大きくなる傾向があり，設計以上に打設され

たコンクリートは主に天端に回っていると考えられる． 

４．コンクリート打設圧力と打設率，一次覆工厚の相関関係 

コンクリート打設圧力と打設率，一次覆工厚の各々の相関関係を図-6 に示す．この結果によると打設率と

平均覆工厚の間には打設率とともに覆工厚が大きくなる傾向が見られるが，打設率が 120%を超えると相関関

係が見られなくなっており，打設率が高い場合はコンクリートが地盤内に逸走していることが推定される．

一方，打設圧力と打設率，覆工厚の間には明確な相関関係が見られない．特にコンクリート打設圧力を大き

くすることにより打設率や覆工厚が比例して大きくなる傾向は見られず，このことは，「打設圧力を大きくす

れば，良質な一次覆工コンクリートを構築できる」という関係が単純には成り立たないことを示しており，

逆に打設圧力の

上昇による周辺

地山の隆起とい

う影響も見られ，

これらの条件も

考慮して最適な

打設圧力管理を

行うことが必要

である． 

５．おわりに 

新工法において，コンクリート打設管理方法は一次覆工コンクリートの品質に大きな影響を与える．施工

実績をもとに，周辺地山への影響なども考慮して，最適な打設管理方法を検討していきたい． 
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図-4 コンクリート打設圧力と切羽土圧の関係

図-5 コンクリート打設圧力と覆工厚の関係 
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図-6 コンクリート打設率，打設圧力，一次覆工平均厚さの相関関係 
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